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同
日
付
の
株
主
の
所
有
す
る

同
社
普
通
株
式
を
、
１
株
に

つ
き
３
株
の
割
合
で
分
割
す

る
。
株
式
分
割
前
の
発
行
済

株
式
総
数
は
６
億
８
０
０
０

万
株
、
今
回
の
分
割
に
よ
り

増
加
す
る
株
式
数
は
13
億
６

０
０
０
万
株
。
株
式
分
割
後

の
発
行
済
株
式
総
数
は
20
億

４
０
０
０
万
株
、
発
行
可
能

株
式
総
数
は
80
億
株
と
な

る
。
基
準
日
公
告
日
は
９
月

15
日
を
予
定
、
基
準
日
は
９

月
30
日
、
効
力
発
生
日
は
10

月
１
日
。

　
こ
の
株
式
分
割
に
伴
い
、

会
社
法
第
１
８
４
条
第
２
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
10
月
１

日
を
効
力
発
生
日
と
し
て
同

社
定
款
の
「
（
発
行
可
能
株

式
総
数
）
第
６
条
」
に
つ
い

て
、
「
当
会
社
の
発
行
可
能

株
式
総
数
は
、
33
億
株
と
す

る
」
を
「
当
会
社
の
発
行
可

能
株
式
総
数
は
、
80
億
株
と

す
る
」
に
変
更
す
る
。

　
ま
た
、
株
式
分
割
に
伴

い
、
５
月
20
日
に
公
表
し
た

23
年
３
月
期
の
１
株
当
た
り

の
期
末
配
当
予
想
額
を
、
５

月
20
日
発
表
の
第
２
四
半
期

末
１
５
０
円
00
銭
、
期
末
１

５
０
円
00
銭
（
合
計
３
０
０

円
00
銭
）
か
ら
、
第
２
四
半

期
末
１
５
０
円
00
銭
、
期
末

50
円
00
銭
に
修
正
す
る
。
な

お
、
今
回
の
配
当
予
想
の
修

正
は
、
株
式
分
割
に
よ
る
株

数
増
加
を
考
慮
し
た
場
合
、

５
月
20
日
に
公
表
し
た
予
想

と
実
質
的
に
同
額
と
な
る
と

し
て
い
る
。

　
東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
７
月
20
日
開
催
の
取

締
役
会
に
お
い
て
、
株
式
分

割
、
株
式
分
割
に
伴
う
定
款

の
一
部
変
更
、
お
よ
び
配
当

予
想
の
修
正
に
つ
い
て
決
議

し
た
。

　
株
式
分
割
で
は
、
同
社
株

式
の
投
資
単
位
当
た
り
の
金

額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
投
資
し
や
す
い
環

境
を
整
え
、
投
資
家
層
の
拡

大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

９
月
30
日
を
基
準
日
と
し
て

が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

も
Ｏ
Ｃ
Ｒ
化
に
取
り
組
む
理

由
の
一
つ
だ
っ
た
。
顧
客
か

ら
の
請
求
が
増
え
て
い
る
一

方
で
、
支
払
い
ま
で
の
日
数

は
５
営
業
日
以
内
と
い
う
指

針
は
維
持
す
る
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
営
業
店
が
コ

ア
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
、
営
業
拠
点
が
行
う
事
務

を
本
社
が
ま
と
め
て
受
け
持

つ
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
エ
ン
ジ
ン

を
導
入
し
て
事
務
負
担
を
減

ら
し
た
い
考
え
が
あ
っ
た
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｒ
エ
ン
ジ
ン
の
導
入

後
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
作
業
の

短
縮
に
よ
っ
て
、
「
５
営
業

日
以
内
」
と
い
う
保
険
金
支

払
日
数
を
引
き
続
き
維
持
で

き
て
い
る
と
い
う
。
現
在
の

課
題
は
、
定
期
的
に
帳
票
改

定
が
行
わ
れ
て
も
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
だ
。
今
後
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ

化
で
き
る
帳
票
を
増
や
し
、

エ
ン
ト
リ
ー
作
業
の
効
率
化

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
で
、

将
来
的
に
は
、
「
24
時
間
以

内
で
の
支
払
い
完
了
」
を
目

指
し
た
い
と
い
う
。

　
Ｓ
Ｏ
М
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生

命
情
報
シ
ス
テ
ム
部
Ｉ
Ｔ
開

発
グ
ル
ー
プ
課
長
代
理
の
丸

井
祐
貴
氏
は
「
当
社
は
、
顧

客
に
対
し
て
い
か
に
迅
速
な

支
払
い
が
で
き
る
か
に
重
点

を
置
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
今
後

も
そ
の
視
点
か
ら
シ
ス
テ
ム

導
入
な
ど
を
推
進
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

　
同
保
険
金
サ
ー
ビ
ス
部
業

務
企
画
グ
ル
ー
プ
課
長
の
篠

田
香
里
氏
は
「
今
後
も
迅
速

か
つ
適
切
な
支
払
い
の
実
現

に
向
け
た
新
し
い
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
で

コ
ス
ト
削
減
や
業
務
効
率
化

に
つ
な
げ
、
そ
の
余
剰
を
当

社
が
推
進
す
る
健
康
応
援
活

動
な
ど
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
支
払
部
門
で
得

た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と

　
プ
リ
マ
ジ
ェ
ス
ト
は
、
２

０
１
９
年
４
月
に
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

Ｏ
ひ
ま
わ
り
生
命
の
Ｐ
Ｏ
Ｃ

（P
ro
o
f o
f C
o
n
c
e

pt

）
に
加
わ
り
、
参
加
企

業
の
中
で
最
も
認
識
率
が
高

い
と
い
う
評

価
を
受
け

て
、
本
格
的

に
診
断
書
Ｏ

Ｃ
Ｒ
の
導
入

に
向
け
た
取

り
組
み
を
開

始
し
た
。
診

断
書
の
Ｏ
Ｃ

Ｒ
化
は
、
発

行
さ
れ
る
診

断
書
の
種
類

が
多
い
こ
と
に
加
え
、
保
険

会
社
独
自
の
帳
票
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
認
識
率
が
下
が
ら

な
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開

発
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い

た
。
同
社
は
、
定
型
Ｏ
Ｃ
Ｒ

と
準
定
型
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
特
長
を

組
み
合
わ
せ
、
帳
票
の
配
置

ル
ー
ル
や
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど

か
ら
文
字
を
認
識
す
る
こ
と

で
読
み
込
み
を
可
能
に
し
た

診
断
書
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
開
発
し
、

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生
命

の
保
険
金
支
払
い
の
迅
速
化

と
業
務
効
率
化
を
支
援
し

た
。

　
保
険
金
請
求
に
利
用
さ
れ

る
診
断
書
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
、
項
目
表
現
に

共
通
性
は
あ
る
も
の
の
、
各

保
険
会
社
が
独
自
に
作
成
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま

た
、
顧
客
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
診
断
書
は
、
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
さ
れ
て
い
る
想
定
外
の
診

断
書
も
約
50
％
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
が
正
確
に
読
み

込
め
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

る
。

　
プ
リ
マ
ジ
ェ
ス
ト
は
そ
う

し
た
点
を
踏
ま
え
、
読
み
込

み
技
術
の
改
善
を
重
ね
る
こ

と
で
、
あ
る
程
度
の
項
目
の

規
則
性
で
認
識
可
能
な
準
定

型
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
技
術
と
定
型
Ｏ

Ｃ
Ｒ
の
特
長
を
合
わ
せ
た
、

認
識
率
が
下
が
ら
な
い
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

　
実
際
に
準
定
型
エ
ン
ジ
ン

を
開
発
し
た
プ
リ
マ
ジ
ェ
ス

ト
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
統
括

部
の
原
田
年
康
氏
は
「
こ
の

技
術
は
、
プ
リ
マ
ジ
ェ
ス
ト

の
長
年
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
関
す
る

経
験
に
ル
ー
ル
エ
ン
ジ
ン

等
、
他
の
要
素
技
術
を
取
り

入
れ
た
斬
新
な
手
法
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
従
来
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ

の
適
用
範
囲
の
限
界
を
広
げ

る
画
期
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
に
今
後
な
っ
て
い
く
だ
ろ

う
」
と
語
る
。

　
保
険
会
社
は
、
１
０
０
％

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
た
方
が

コ
ス
ト
や
時
間
の
削
減
に
つ

な
が
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
と
同
時
に
顧
客
と
対
面
す

る
機
会
の
損
失
に
つ
な
が
る

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
営
業
現
場

で
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
前
進
し

て
い
る
も
の
の
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
手
続
き
す
る

方
が
手
っ
取
り
早
い
と
い
う

考
え
を
持
つ
人
も
多
い
と
い

わ
れ
る
保
険
金
支
払
部
門
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
。

　
そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生
命

で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
配
布
し
た
紙
に
添
付
し

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

こ
と
で
書
類
を
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
す
る
サ
イ
ト
に
顧
客
を
誘

導
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
検
討
し
て
い
く
と
い

う
。

　
プ
リ
マ
ジ
ェ
ス
ト
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
本
部
の

丸
山
芳
晴
氏
は
今
後
の
保
険

業
界
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

業
務
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
同
時
に
顧
客
と
の
接
点

機
会
の
損
失
を
防
ぐ
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
開
発
す
る
こ
と
が
課
題
に

な
る
と
し
た
上
で
、
「
長
年

の
シ
ス
テ
ム
開
発
や
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
受
託
の
実
績
と
経

験
を
も
っ
て
、
Ｄ
Ｘ
を
目
指

し
て
い
る
保
険
会
社
の
事
務

効
率
化
、
ひ
い
て
は
保
険
業

界
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

で
お
客
さ
ま
に
有
益
な
健
康

情
報
を
提
供
す
る
と
い
っ
た

顧
客
体
験
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｒ
エ
ン
ジ
ン
に
は
、

帳
票
登
録
に
よ
っ
て
文
字
を

認
識
す
る
「
定
型
Ｏ
Ｃ
Ｒ
」

と
、
パ
タ
ー
ン
登
録
（
表
中

の
配
置
ル
ー
ル
や
キ
ー
ワ
ー

ド
抽
出
な
ど
）
や
帳
票
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
文
字
を
認

識
で
き
る
「
準
定
型
Ｏ
Ｃ

Ｒ
」
、
筆
跡
パ
タ
ー
ン
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
に
よ
っ

て
手
書
き
文
字
も
認
識
す
る

「
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
」
と
い
っ

た
、
利
用
目
的
に
応
じ
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生

命
で
は
、
保
険
金
請
求
に
利

用
さ
れ
る
主
な
診
断
書
は
項

目
が
小
さ
い
こ
と
に
加
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｉ

―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
比
べ
て
定
型
Ｏ

Ｃ
Ｒ
の
方
が
精
読
率
が
高
ま

る
と
考
え
、
プ
リ
マ
ジ
ェ
ス

ト
の
定
型
Ｏ
Ｃ
Ｒ
と
準
定
型

Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
二
つ
の
エ
ン
ジ
ン

を
導
入
し
た
。

　
ま
た
、
入
力
項
目
数
が
多

い
診
断
書
は
、
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ

Ｒ
を
利
用
す
る
と
コ
ス
ト
が

高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
そ

の
た
め
プ
リ
マ
ジ
ェ
ス
ト
と

の
連
携
に
よ
っ
て
、
低
コ
ス

ト
の
定
型
Ｏ
Ｃ
Ｒ
と
準
定
型

Ｏ
Ｃ
Ｒ
エ
ン
ジ
ン
の
機
能
を

改
善
し
な
が
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
抑
制
に
つ
な
げ
た
。

　
今
回
、
診
断
書
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ

化
に
取
り
組
ん
だ
背
景
に

は
、
項
目
数
の
多
さ
に
比
例

し
て
エ
ン
ト
リ
ー
作
業
に
割

か
れ
る
時
間
が
増
え
る
と
い

う
現
状
の
改
善
が
あ
っ
た

が
、
20
年
６
月
の
運
用
開
始

か
ら
現
在
ま
で
の
３
年
間

で
、
１
件
あ
た
り
10
分
か
か

っ
て
い
た
診
断
書
の
入
力
作

業
を
約
２
分
短
縮
し
、
作
業

時
間
の
約
20
％
削
減
を
実
現

し
た
。

　
ま
た
、
保
険
金
請
求
件
数

保
険
金
支
払
業
務
迅
速
化
へ
の
取
組
み

診
断
書
デ
ー
タ
入
力
に
Ｏ
Ｃ
Ｒ
導
入

作
業
時
間
20
％
削
減
、迅
速
化
・
業
務
効
率
化
実
現

ＳＯМＰＯひまわり生命のメンバー

Ｏ
Ｃ
Ｒ
化
で
保
険
金
支
払
部
門
デ
ジ
タ
ル
化
に
貢
献

想
定
外
の
帳
票
で
も
高
い
認
識
率

プリマジェスト

丸山氏（左）、原田氏

　
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生
命
で
は
、
保
険
金
支
払
業
務
の
迅
速
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

る
。
同
社
の
保
険
金
支
払
部
門
で
は
、
以
前
か
ら
入
力
項
目
が
多
い
診
断
書
の
エ
ン
ト
リ
ー
作
業
（
入
力
）

に
時
間
が
割
か
れ
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
２
０
２
０
年
６
月
に
Ｏ
Ｃ
Ｒ
開
発
を
専
門
と

す
る
プ
リ
マ
ジ
ェ
ス
ト
社
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
エ
ン
ジ
ン
を
導
入
し
た
。
診
断
書
を
デ
ー
タ
化
し
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
自
動
的

に
取
り
込
む
こ
と
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
作
業
時
間
を
約
20
％
削
減
し
た
。
同
社
で
は
今
後
、
作
業
可
能
な
人
員

を
増
や
し
、
さ
ら
な
る
迅
速
化
と
業
務
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

ＳＯＭＰＯひまわり生命

東
京
海
上
Ｈ
Ｄ

株
式
分
割
、定
款
変
更
、

配
当
予
想
修
正
を
発
表


